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　　～旧石器時代から江戸時代～　　～旧石器時代から江戸時代～
　宮代町教育委員会では昭和49年以降４１遺跡７７ヶ
所で発掘調査等を行ってきました。その結果、埼玉県
で唯一の４世紀代の鍛冶工房の跡（山崎山遺跡）や埼
玉県東部地区で初めて発見された細石器の製作場（逆
井遺跡・金原遺跡）、縄文時代早期撚糸文期の集落
（前原遺跡）の跡など全県的に注目される遺跡も発見
されてきています。その他にも、地蔵院遺跡では縄文
時代早期条痕文期の集落跡や戦国時代の武将の館跡、
金原遺跡では縄文時代後期称名寺期の集落跡、道仏遺
跡では古墳時代後期の大集落、姫宮神社遺跡では宮代
町唯一の古墳や埴輪、中寺遺跡では戦国時代の武将鈴
木雅楽助の屋敷地と推定される建物跡、伝承旗本服部
氏屋敷跡では陣屋を区画する堀などが発見され、宮代
町の歴史が次第に明らかとなってきました。

　宮代町郷土資料館では、これら貴重な発掘調査の成
果を、平成12年8月23日から10月29日にかけて企画展
「発掘！！出土遺物からのメッセージ～旧石器時代か
ら江戸時代～」で展示する予定となっています。宮代
町で発掘された縄文土器や石器、埴輪、古銭、陶磁器
などの遺物だけでなく、主な遺跡の解説も行う予定で
す。また、9月17日（日）14時から展示説明会と発掘
調査の様子を説明するスライド映写会も行う予定となっ
ていますので是非、郷土資料館に足をお運びください。



服部氏陣屋の発掘調査 服部氏陣屋推定縄張り図

現在、県道蓮田杉戸線の西原信号付近で旗本服部氏陣屋跡の発掘調査が行われています。
この陣屋は、安土桃山時代の文禄元年に旗本服部権太夫政光が徳川家康の命令により武蔵
国太田庄3千石を封じられ、百間の地に陣屋を構えたのが始まりです。その後、江戸時代初
期の慶長20年に政光の子政信が後を継ぎましたが、のち、関守として現在の静岡県に配置
替えとなり百間の地を離れました。このように江戸時代初期の段階で廃棄された関係から
次第と人々から忘れ去られ、わずかに江戸時代後期に編まれた『新編武蔵国風土記』の百
間村の項で旗本服部氏の屋敷跡があると伝えているに過ぎませんでした。

この幻の陣屋は、今年2月の県道蓮田杉戸線の拡幅に伴う試掘調査により幻のベールが剥が
され、その一端が明らかとなりました。そして、7月からの発掘調査によって陣屋の南側を
画すると推定される幅11メートルの堀や数多くの井戸、建物の柱穴などが発掘されていま

す。今回発掘された堀のすぐ北側では土塁状の高まりが、堀の東側延長線上では堀が残っ
ていたと伝えられています。また、西原信号から郷土資料館に到る道は馬場とも言われて
います。このような伝承も僅かながらも語り継がれた幻の陣屋を表す証左といえましょう。

　出土遺物は陣屋があった桃山時代から江戸時代初期の遺物も出土していますが、瓦質の
内耳土鍋や常滑産の甕、板碑などこの陣屋より古い遺物もあり陣屋構築以前戦国武将の館
跡があったと考えられます。堀の南側で確認されている幅2ｍの溝はこの戦国武将の館跡に

伴う溝であると推定されます。

　陣屋の縄張りは、この付近の明治時代の地籍図（地図）からある程度推定することがで
きます。細長い区画は堀や土塁を表しますので、堀や土塁に囲まれた方形の区画がこの陣
屋であると考えられます。また、この区画を2つの割る状況も垣間見れますので2つ曲輪か
らなる陣屋であったようです。今後の発掘調査によりこの陣屋の様子がなお一層解明され
ることが期待されます。
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